
古文の助詞 一覧表（穴うめ） なまえ：__________________

助詞 意味（用法） 接続（何に付くか） 結び
  ■ 格助詞　体言・連体形に付き、下の語との関係を示す

が
の
を
に
へ
と

より
から
にて
して

  ■ 接続助詞　活用語に付き、下へ続ける
ば

とも
ど

ども
が
に
を
て

して
で

つつ
ながら
ものの
ものを

ものから
ものゆゑ

  ■ 副助詞　いろいろな語に付き、意味を添える
だに
すら
さへ
のみ

ばかり
まで
など
し

しも
  ■ 係助詞　いろいろな語に付き、文末の形を決める（係り結び）

ぞ
なむ
や
か

こそ
は
も

  ■ 終助詞　文の終わりに付く
ばや
なむ

てしが・てしがな
にしが・にしがな

もがな
な

な〜そ
か・かな

かし
  ■ 間投助詞　語調を整え、詠嘆・呼びかけを表す

や
よ
を

※ 同じ形で種類が違う語（が・に・を・して・なむ・な・や）は、別の行にしています。係助詞「は」「も」は文末を終止形で結びます。
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